
令和６(２０２４）年度
千葉経済大学

入試・学費説明

※本日の説明は、全体の概要です。
詳細は「学生募集要項」で必ずご確認ください。
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【入試説明】
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１．総合型選抜入試（一般型）
試験日 9月9日（土）、10月8日（日）年2回

出願条件
本学のアドミッション・ポリシーを良く理解する専願者
オープンキャンパスの参加、事前エントリー 不要
評定平均値、欠席日数 不問

選抜方法
出願書類（調査書・志望理由書・活動記録・事前課題）と
面接（グループ型面接）により、多面的・総合的に評価
志望理由書、事前課題、グループ型面接 合計300点



１．総合型選抜入試（一般型）評価ポイント
１）志望理由書
・1設題 100点（700文字以内）
・具体的な内容、文字数（700文字以内）、誤字脱字の有無
・アドミッション・ポリシーと学校案内を熟読した上で回答すること
・読みやすい字、分かりやすい文章で書くこと

２）事前課題
・3設題 100点満点
・英文和訳１設題 資料を正確に読み込み、説明をすること
・論述２設題（記述式・小論文）

文字数（150字・600字以内）、
マス目用紙に記入（半角英数字、句読点、改行など）
設問についての答え方、段落構成、文章表現、正確性



志望理由書(学生募集要項付録4)

設題
本学のアドミッションポリシーなら
びに学校案内を熟読し、本学の使命
と特徴を十分に確認・理解した上で、
本学を志望する理由について、次の2

つの要素を盛り込みながら700字以内
で論じなさい。
①大学卒業後のあなたのなりたい姿
②今のあなたを①の姿に近づける
ために大学在学中に取り組みたい
こと



事前課題(学生募集要項 P12)

設問1 英文和訳

設問2 記述式（130～150字以内）

設問3 小論文（600字以内）



１．総合型選抜入試（一般型）評価ポイント
３）グループ型面接（集団面接、グループ討議とは異なる）
・100点満点
・受験生4名程度、面接官3名、時間30分
・控室でテーマ資料と自己紹介シートを配付
・受験生同士の自己紹介と社会的テーマについて意見交換

自己紹介：1分程度、待機中に自己紹介シートを作成
社会的テーマ：ＳＤＧｓ関連

貧困、教育、資源、平和、雇用など
一昨年度・昨年度のテーマおよび資料はＨＰで公開中

・決して「知識」を問うものではない
・日頃から社会に目を向けて、自分の考えを持ち、
他者の意見をどのように受け入れることができるか



２．学校推薦型選抜入試（指定校）
試験日 11月26日（日）
推薦基準 3年1学期または前期終了時の評定平均値3.0以上の

専願者、欠席日数 不問
各校2名まで
※評定平均値4.3以上、欠席日数10日以内で
特待生候補者として受験

選抜方法
出願書類（調査書・志望理由書・活動記録）と
面接（個人、口頭試問含む）により、
多面的・総合的に評価

面接 受験生1名、面接官2名、15分程度
その他 指定校用の学生募集要項は別途、高校(指定校)に送付



２．学校推薦型選抜入試 口頭試問

・「政治・経済」科目の「経済」分野の重要なキーワード
を理解しの説明できるようにすること！

・準備のポイントは大学ＨＰで公開予定です。(７月中）
（入試情報 ／ 入試要項 ／ 入試区分について／学校推薦型選抜入試（指定校、公募制）で公開）

ＨＰ公表抜粋
【経済学史】ケインズ（公共事業、有効需要 など）
【マクロ経済学】 ＧＤＰ、インフレーション など

【国際経済】ＯＰＥＣ・ＷＴＯ・ＯＤＡ・ＳＤＧｓ など

・面接時間内に3問程度
少なくとも1問は正解して欲しい

・不正解＝不合格ではないが、面接評価の重要なポイント



３．学校推薦型選抜入試（附属高校）
試験日 11月5日（日）
推薦基準 学習成績概評Ｃ段階以上(評定平均値3.0以上

が望ましい）の専願者
学校長の推薦が得られるもの
志望の理由が明確であり、品行方正なもの

選抜方法
出願書類（調査書・志望理由書・活動記録）と
面接（個人面接、口頭試問含む）により、
多面的・総合的に評価

面接 受験生1名、面接官2名、15分程度



４．学校推薦型選抜入試（公募制）
試験日 12月10日（日）
出願資格 学校長、担任、部活顧問の推薦のある専願者

※評定平均値、欠席日数 不問
選抜方法
出願書類（調査書・志望理由書・活動記録）と
面接（個人、口頭試問含む）により、
多面的・総合的に評価

面接 受験生1名、面接官2名、20分程度
経済学または経営学についての理解を問う質問あり



５．一般選抜入試
試験日および試験科目

・解答はマークシート（国語：一部記述式、数学：全問記述式）
・英語みなし得点（A・B日程）例：英検準2級またはスコア1,728＝70点
当日受験も可、点数が良い方を得点とする

・選択科目は、当日試験時間内に選択
・C日程グループ型面接は、総合型と同じ手順

日程（点数） 試験日 科目

Ａ日程3科目型
（300点）

2月1日（木） 必須：国語、英語
選択：日本史、世界史、政治経済、数学

Ｂ日程2科目型
（200点）

2月17日（土） 必須：国語
選択：英語、数学

Ｃ日程
一般型・複合型
（200点）

3月6日（水） 一般型 90分間に2科目選択
複合型 60分間に1科目選択+グループ型面接
選択：国語、英語、数学、政治経済
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【学費について（入学金及び授業料）】

初年度納入金 1,236,000円（うち、入学手続時納入額 755,000円）
・合格通知発送日後、約2週間以内に前期分納付金額を納入
・１ヶ月程度の延納応相談 （入学金210,000円は手続き期限内）

※ 2年次学費（参考） 1,026,000円
※ 3、4年次は同窓会費15,000円が別途徴収されます。

区分
初年度納付金

摘要
入学手続時 後期分 合計

学
費

入学金 210,000 210,000 入学時のみ納入

授業料 355,000 355,000 710,000

毎年納入施設設備費 26,000 26,000 52,000

教育充実費 100,000 100,000 200,000

諸費 35,000 35,000 毎年納入

その他
の経費

父母の会会費 20,000 20,000
毎年徴収

学友会会費 9,000 9,000

合計 755,000 481,000 1,236,000



【特待生制度】

（例）

特待生Ⅰとして合格すると、1年次の授業料全額710,000円が免除となります！

さらに、特待生Ⅱで合格すると、1・2年次の授業料が全額免除となる対象者もいます。

※附属高校生徒の納入金、特待生の取り扱いは異なりますので、お問合せください。

高校での成績、入試での成績、在学中の成績を評価し、授業料等を減免する
制度です。

1年次の納入額（特待生Ⅰ）
1,236,000円－ 710,000円＝ 526,000円

2年次の納入額（特待生Ⅱ 2年間全額免除の場合）
1,026,000円－ 710,000円＝ 316,000円



【特待生制度】

① 特待生Ⅰ：1年次の授業料（710,000円）が全額免除

※総合型選抜（ｽﾎﾟｰﾂ・文化型）については、個別にお問い合わせください。

特待生になるには．．．
① 特待生Ⅰ（高校での成績ほか）
② 特待生Ⅱ（科目試験での成績）
③ 在学生の特待生選考 があります。

学校推薦型選抜
（指定校・公募制）

第3学年1学期または前期までの全体の評定値が4.3以上、
欠席日数10日以内、多面的・総合的評価が優秀な者

総合型選抜(一般型9月） 多面的・総合的評価が優秀な者

一般選抜
(B日程、C日程一般型・複合型）

B:総合得点の上位者
C:筆記試験の得点上位者で総合的評価が優秀な者



【特待生制度】

② 特待生Ⅱ：1年次の授業料（710,000円）の全額または一部（半額）免除

もしくは、1・2年次授業料全額免除となる対象者もいます！

対象入試区分 特待生選考条件

一般選抜(Ａ日程) 総合得点の上位者

★特待生チャレンジ制度 【本学オリジナルの制度！】

12月までの入試における合格者(入学手続者)が対象（特待生合格者も対象！）
・ 通常合格→特待生合格
・ 特待生合格（1年免除）→特待生合格（2年免除） に繰り上がることができる制度
・ 上記の一般選抜（A日程）を検定料無料で受験することで特待生Ⅱの対象となる。
・ 特待生として決定すると、該当金額が指定の口座に返金される。



【特待生制度】

③ 在学生の特待生選考

在学中（1・2・3年次）の成績により翌年度の授業料が減免される制度です。

選考人数：各学年、若干名

選考要件：学業成績が特に優秀で他の学生の模範となる者

免除金額：翌年度の授業料の全額または一部（半額）を免除

→ 免除金額に応じて翌年度の納付金を請求します。

全額免除 1,026,000円 ⇒ 316,000円

半額免除 1,026,000円 ⇒ 671,000円

納付例（2・3・4年次）



【奨学金等】
日本学生支援機構（貸与型・給付型）

高校在学中に申請できる「予約採用」と
入学後に申請できる「在学採用」があります。

「予約採用」は高校によって申請時期が決まって
います。高校の先生にご確認ください。

「予約採用」で不採用になった場合でも、
「在学採用」で再度申請できます。

「在学採用」については、入学後ガイダンスで案内
します。
例年4月中旬に説明会を実施しています。

「給付型」「貸与型（有利子・無利子）」として採用さ
れるかどうかは学力基準・家計の収入基準があり
ます。詳しくは日本学生支援機構HPを確認してく
ださい。（https://www.Jasso.go.jp）

奨学金は入学後に入金。入学手続きには利用できません。
※労働金庫に「入学時必要資金融資」あり。

「入学時特別増額貸与奨学金」を申し込んだ採用候補者に対して、入学
金等に必要な教育資金を大学等進学前に融資するもの。（最高50万円）

※募集時期、募集回数については、高校
が設定。(通常6月までに1回は募集あり）

https://www.jasso.go.jp/


【奨学金等】

入学金および授業料等納付金の減免制度について

本学は、高等教育の修学支援新制度の対象機関となっています。

高校で「予約採用」の手続を行ってください。
★日本学生支援機構の給付型奨学金の確定通知を受けている学生は、授業料・入学金減免の

申請ができます。減免確定までのスケジュールは、合格通知書と同封してお知らせいたします。

入学手続時 後期分 合計 入学手続時 後期分 合計 入学手続時 後期分 合計
入学金 0 0 70,000 70,000 140,000 140,000
授業料 5,000 5,000 10,000 121,600 121,700 243,300 238,300 238,300 476,600
施設設備費 26,000 26,000 52,000 26,000 26,000 52,000 26,000 26,000 52,000
教育充実費 100,000 100,000 200,000 100,000 100,000 200,000 100,000 100,000 200,000
諸費 35,000 35,000 35,000 35,000 35,000 35,000
父母の会会費 20,000 20,000 20,000 20,000 20,000 20,000

学友会会費 9,000 9,000 9,000 9,000 9,000 9,000
同窓会会費 0

195 ,000 131 ,000 326 ,000 381 ,600 247 ,700 629 ,300 568 ,300 364 ,300 932 ,600合　　計

第Ⅱ区分 第Ⅲ区分
区分

第Ⅰ区分

学　費

その他
の経費

【納入金額】
第１区分：326,000円
第2区分：629,300円
第3区分：932,600円

減免区分は半年ごとに収入および
学業成績で再審査されます

★左記の表は、通常合格の場合です。
特待生合格、附属（通常・特待合格）は
納入金額が異なります。



【奨学金等】
日本学生支援機構奨学金（授業料減免）が受けられなかった方へ
・修学資金貸付制度（在住地域の社会福祉協議会）
・教育一般貸付 （国の教育ローン 日本政策金融公庫）
・金融機関の教育ローン

★ その他、入学後のマネーサポート！
千葉経済学園奨学金（本学オリジナルの制度）
在学中の家計急変（失業や事故等）など緊急的な場合に対応し、希望額を奨学金として貸与します。
年間、最大750,000円を無利息で貸与

資格取得奨励金制度（本学オリジナルの制度）
本学では資格等の取得を奨励しています。在学中に、定められている資格等を受験し取得した場合は
以下のような支給があります。
（1）受験料・・・受験に要した受験料全額
（2）資格取得奨励金支給額・・・取得した資格に応じてＳＡＢＣの4ランクに分けて支給します。

Ｓランク：5万円 Ａランク：3万円 Ｂランク：1万円 Ｃランク：5千円
（3）対象資格例 日商簿記（1級・2級）、ＦＰ技能士、宅地建物取引士、実用英語技能検定（準1級・2級）など



＜その他＞

・過去問題 本学ホームページよりダウンロード可能
HP【入試問題】＞【過去問題ダウンロード】

・WEB出願システム 導入してません
・調査書
担任へ依頼、発行まで１週間程度必要


